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NO.78

石い
し

田だ　
　
実み

の
る

水
曜
会

（
60
分
）

保
育
施
設
の
整
備
は

年
か
ら
の
５
年
間
で
０
～
２
歳
児
ま
で

の
低
年
齢
児
７
３
９
人
分
、
全
体
で
は

８
６
５
人
分
の
定
員
増
を
行
っ
た
。

②
処
遇
に
つ
い
て
は
、
国
の
改
善
措
置

の
ほ
か
、
本
市
独
自
の
処
遇
改
善
加
算

を
追
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
業
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
保

育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
や
、
家
賃
を

補
助
す
る
保
育
士
確
保
促
進
事
業
に
よ

り
、
離
職
抑
制
に
努
め
て
い
る
。

③
２
０
１
９
年
４
月
１
日
時
点
の
本
市

の
施
設
数
は
40
施
設
、
利
用
者
数
は
４

６
２
７
人
で
、
認
可
保
育
施
設
全
体
に

占
め
る
割
合
は
全
国
比
率
を
上
回
っ
て

い
る
。

答

①
施
設
の
改
築
に
併
せ
た
低
年

齢
児
の
定
員
拡
充
や
、
地
域
型
保
育
事

業
へ
の
参
入
促
進
に
よ
り
、
２
０
１
５

問

①
保
育
の
受
け
皿
確
保
の
取

り
組
み
状
況
は
。

②
保
育
士
の
処
遇
改
善
や
離
職
対
策

は
。

③
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
状
況
は
。

木き

村む
ら　
素も

と

子こ

水
曜
会

（
70
分
）

羽は

田だ　
俊し

ゅ
ん
す
け介

水
曜
会

（
60
分
）

の
関
係
市
町
連
絡
会
議
等
で
は
、
情
報

共
有
や
支
援
の
具
体
策
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

　
地
域
で
日
常
的
に
発
達
支
援
を
行
い

な
が
ら
、
必
要
な
場
合
に
は
円
滑
に
診

療
へ
結
び
つ
く
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築

す
る
た
め
、
教
諭
、
保
育
士
の
研
修
や

ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
な
ど
に
よ
る
医
学
的

立
場
か
ら
の
提
案
や
支
援
の
強
化
が
必

要
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

等
と
も
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
特
性

を
理
解
し
、
温
か
く
受
け
入
れ
る
地
域

の
実
現
に
向
け
た
活
動
も
支
援
し
て
い

く
。

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は

答

昨
年
度
ま
で
の
延
べ
利
用
人
数

は
２
万
５
１
１
５
人
で
、
地
域
連
携
拠

点
医
療
機
関
と
し
て
、
発
達
障
害
を
診

療
す
る
医
師
、
医
療
機
関
の
養
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
６
市
２
町

問

２
０
１
２
年
11
月
の
開
設
か

ら
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
方
向

性
は
。

宮み
や
も
と本　

宏ひ
ろ

樹き

公
明
党

（
50
分
）

子
ど
も
未
来
館
と

え
ほ
ん
の
国
は

来
年
度
、
市
民
や
有
識
者
の
意
見
を
聞

く
中
で
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
く
。

　
最
新
の
科
学
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活

用
し
、
直
接
見
て
触
れ
る
な
ど
体
感
で

き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
想
定
し
て
い
る
。

②
福
山
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

健
全
に
育
む
と
い
う
観
点
で
、
新
し
い

場
所
で
新
た
な
機
能
を
備
え
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
再
開
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
施
設
や
機
能
な
ど
の

在
り
方
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
絵
本
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
早
期
の
暫
定
的

な
再
開
を
め
ざ
す
。

答

①
現
在
、
基
本
理
念
や
役
割
な

ど
の
検
討
を
進
め
る
た
め
、
事
例
を
調

査
し
て
い
る
。
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

問

①
子
ど
も
未
来
館
設
立
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、
現

時
点
で
の
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

②
え
ほ
ん
の
国
の
再
開
は
。

ポ

※

リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
・

残
薬
対
策
は

機
関
以
上
で
処
方
さ
れ
、
６
カ
月
以
上

継
続
し
て
受
診
し
て
い
る
方
を
対
象
に

保
健
師
等
の
訪
問
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
重
複
服
薬
の
認
識
の
有
無
や
服
薬
の

状
況
、
薬
の
保
管
状
況
を
聞
き
取
り
し

た
う
え
で
、
か
か
り
つ
け
医
・
薬
局
に

相
談
す
る
よ
う
指
導
し
、
受
診
の
際
に

は
お
薬
手
帳
を
持
参
す
る
よ
う
勧
め
て

い
る
。

　
今
後
も
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
分
析

な
ど
に
よ
り
高
齢
者
の
服
薬
状
況
を
把

握
し
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
、
よ

り
効
果
的
な
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
・
残

薬
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

答

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
う

ち
、
同
一
成
分
の
薬
剤
が
月
に
３
医
療

問

複
数
の
医
療
機
関
で
同
じ
薬

効
の
薬
が
処
方
さ
れ
る
重
複
投
与
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
の

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
・
残
薬
対
策
の

取
り
組
み
は
。

※ＭＩＣＥ（P. 5）：Meeting（ミーティング）、Incentive（報奨旅行）、Convention（会議）、Exhibition ／ Event（展示
会／イベント）といったビジネスイベントの総称

※ポリファーマシー：多くの薬剤を服用することで、有害事象のリスク増加、服薬過誤などの問題につながる状態のこと。単
に服用する薬剤の数が多いことではない。


